
つ
い
に
共
通
政
策
で
合
意

９
月
８
日
、
市
民
連
合
の
山
口
運

営
委
員
、
立
憲
民
主
党
の
枝
野
代

表
、
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
、

社
会
民
主
党
の
福
島
党
首
、
れ
い
わ

新
選
組
の
山
本
代
表
な
ど
が
会
談

し
、
市
民
連
合
の「
衆
議
院
総
選
挙

に
お
け
る
野
党
共
通
政
策
の
提
言
」

に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。
（下
写
真
）

提
言
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
の
急
拡
大
の
中
で
、
自
公
政
権

の
統
治
能
力
の
喪
失
は
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。
政
策
の
破
綻
は
、
安
倍
、
菅

政
権
の
９
年
間
で
情
報
を
隠
蔽
し
、

理
性
的
な
対
話
を
拒
絶
し
て
き
た
こ

と
の
帰
結
で
あ
る
。
こ
の
秋
に
行
わ
れ

る
衆
議
院
総
選
挙
で
野
党
協
力
を

広
げ
、
自
公
政
権
を
倒
し
、
新
し
い

政
治
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
日
本
の

世
の
中
の
道
理
と
正
義
を
回
復
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に

不
可
欠
で
あ
る
」と
し
て
、
野
党
各
党

に
次
の
諸
政
策
を
共
有
し
て
戦
い
、

政
策
を
実
行
す
る
政
権
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

６
つ
の
共
通
政
策

合
意
し
た
共
通
政
策
は
大
き
く
６

つ
で
す
。
①
憲
法
に
基
づ
く
政
治
の

回
復
、
②
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
強
化
、
③

格
差
と
貧
困
を
是
正
す
る
、
④
地
球

環
境
を
守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地

域
分
散
型
経
済
シ
ス
テ
ム
への
移
行
、

⑤
ジ
ェン
ダ
ー
視
点
に
基
づ
い
た
自
由

で
公
平
な
社
会
の
実
現
、
⑥
権
力
の

私
物
化
を
許
さ
ず
、
公
平
で
透
明
な

行
政
を
実
現
す
る
、
で
す
。

政
治
に
つ
い
て
組
織
で
議
論
し
よ
う

県
労
連
は
、「
政
党
か
ら
の
独
立
」、

つ
ま
り
政
党
支
持
自
由
の
原
則
を
堅

持
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
年
実

施
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て
も
、

政
党
公
認
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
支

持
も
推
薦
も
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
政
治
に
無
関
心
で
い
い

と
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
。

私
た
ち
の
生
活
と
政
治
は
切
っ
て
も

切
り
離
せ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
当

然
、
私
た
ち
労
働
組
合
の
要
求
も
、

政
治
に
か
か
わ
る
課
題
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
労

働
組
合
の
運
動
を
進
め
る
上
で
、
ど

ん
な
政
治
を
選
ぶ
の
か
は
大
変
重
要

で
す
。
ぜ
ひ
、
各
政
党
や
候
補
者
が

掲
げ
る
政
策
を
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
要
求
に
一
番

近
い
政
党
や
候
補
者
に
つ
い
て
の
感

想
を
周
り
の
人
に
話
す
こ
と
か
ら
始

め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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○「
権
力
の
私
物
化
を
許
さ

ず…

」
衆
議
院
選
挙
で
勝
つ

し
か
な
い
、
も
う
こ
れ
以
上
は

許
せ
な
い
。
そ
ん
な
思
い
の
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
自
治
労

連
（R
・M
）

○
最
低
賃
金
や
っ
と
８
０
０
円

台
で
す
ね
・・・。
少
し
ず
つ
で
も
上
が

り
続
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
全
労

働
（Y
・S
）※
イ
ラ
ス
ト
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
左
に
掲
載
し
ま
す
。

○
郵
政
民
営
化
し
て
か
ら
逆
に
公
務

員
以
上
に
融
通
が
き
か
な
く
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
、

不
正
も
行
わ
れ
る
よ
う
で
は
、
小
泉

元
首
相
の「
ぶ
っ
つ
ぶ
す
」
は
国
民
の

生
活
を
ぶ
っ
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
？
自
治
労
連
（Ｓ
・Ｙ
）

○
最
低
賃
金
の
問
題
は
少
し
ず
つ
改

善
に
は
向
か
い
つ
つ
も
解
決
に
は
至
ら

な
い
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

働
い
て
も
最
低
限
度
の
生
活
す
ら
ま

ま
な
ら
な
い
の
で
は
夢
も
希
望
も
な
い
。

自
治
労
連
（T
・N
）

○
ロ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
の「
新
し
い
ヒ
ー
ロ
ー

の
形
」の
４
コ
マ
漫
画
、
イ
シ
ン
団
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
の
が

面
白
か
っ
た
で
す
。
自
治
労
連
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・

T
）

○
先
日
、
現
場
に
向
か
う
途
中
で
時

間
雨
量
１
１
０
㎜
の
豪
雨
に
行
き
会

い
ま
し
た
。
車
内
か
ら
前
後
が
見
え

ず
、
立
ち
往
生
し
、
自
然
の
恐
ろ
し

さ
を
痛
感
す
る
出
来
事
で
し
た
。
自
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選
挙
の
日
程
が
気
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る
け
ど
な
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。
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《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
機

関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
県
労
連
書
記

局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
［
県

労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
・

k
o
c
h
ik
e
n
ro

re
n
@
fm

2
.se

ik
y

o
u
.n
e
.jp

］
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。締

め
切
り
は

１
０
月
７
日
で
す
。

２
４
５
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
は「
ツ
キ
ミ
ダ
ン
ゴ
」
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々
で

す
。

【
当
選
者
】

都
築

由
美

さ
ん

（
自
治
労
連
）

島
田

佳
幸

さ
ん（

高
教
組
）

高
橋

理

さ
ん

（
自
治
労
連
）

※
事
務
の
都
合
上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
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【タテのカギ】
①オズの――使い
②絵描き ③眼球

内の透明な膜 ④絵に描いた―― ⑥――は苦
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こ
う
ち
生
協
労
働
組
合
は
、
８

時
間
働
け
ば
誰
も
が
人
間
ら
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

生
協
労
連
、
高
知
県
労
連
と
と

も
に
、
中
央
行
動
、
署
名
行
動
、

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
への
働

き
か
け
等
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

労
働
者
の
賃
金
処
遇
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
社
会
運
動
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
受
け
、
昨
年
11
月
、

今
年
３
月
、
７
月
の
全
国
中
央

行
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ
モ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
一

律
の
最
低
賃
金
大
幅
引
き

上
げ
を
求
め
る
請
願
署
名

に
取
り
組
み
、
過
去
最
高
の

２
１
８
筆
を
集
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
紹
介
議
員
は
、

１
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

こ
う
ち
生
協
労
働
組
合
の
２
０

２
１
年
春
闘
で
は
、
定
職
で
８
３

０
円
（５
円
Ｕ
Ｐ
）、
ア
ル
バ
イ
ト
が

８
２
０
円
（５
円
Ｕ
Ｐ
）を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
今
年
度
の
最
低
賃

金
が
８
２
０
円
と
な
っ
た
た
め
、
さ

ら
な
る
賃
上
げ
を
可
能
と
す
る

要
素
が
で
き
ま
し
た
。
高
知
県

労
連
と
連
携
し
、
最
低
生
計
費

調
査
に
取
り
組
み
、
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の
確
立
と
今

す
ぐ
、
１
０
０
０
円
、
１
５
０
０
円

以
上
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
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「
無
人
島
長
平
」。
１
８
４

１
年
（天
保
12
年
）正
月

に
万
次
郎
（14
歳
）が
宇

佐
の
港
か
ら
乗
組
員
４
名

で
漁
に
出
て
、
嵐
の
た
め
伊
豆
鳥
島
と

い
う
無
人
島
に
遭
難
し
た
。
そ
の
44
年

前
、
長
平
と
い
う
土
佐
の
岸
本
出
身

の
船
乗
り
が
、
12
年
４
ヵ
月
の
無
人
島

生
活
か
ら
脱
出
し
て
い
る
▼
彼
は
、
乗

組
員
４
名
で
、
１
７
８
５
年
１
月
30
日

に
赤
岡
か
ら
田
野
へ御
蔵
米
を
運
搬

し
、
帰
路
で
嵐
に
遭
い
黒
潮
海
流
に

12
日
間
流
さ
れ
て
遭
難
し
た
。
た
ど
り

着
い
た
鳥
島
は
活
火
山
で
、
食
料
に
な

る
も
の
は
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
（産
卵
か
ら
巣

立
ち
ま
で
数
ヶ
月
）と
小
量
の
海
産
物

で
あ
っ
た
。
火
打
ち
石
も
な
く
、
ア
ホ
ウ

ド
リ
の
生
肉
・卵
で
、
卵
殻
は
、
コ
ッ
プ

代
わ
り
（雨
水
を
た
め
）に
、
肉
を
乾

燥
し
て
保
存
食
に
し
た
。
羽
は
縫
い
合

わ
せ
て
衣
服
や
敷
物
に
。
月
を
観
察

し
三
日
月
を
み
た
回
数
か
ら
年
月
を

把
握
し
た
▼
漂
着
後
2
年
の
間
に
3

名
亡
く
な
り
、
単
独
生
活
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
１
７
８
８
年
に
大
阪
か
ら
11

名
が
漂
着
、
１
７
９
０
年
に
は
宮
崎
か

ら
６
名
が
漂
着
し
た
。
１
７
９
７
年
に

船
を
修
復
し
、
14
名
が
八
丈
島
経
由

で
江
戸
へ。
取
り
調
べ
を
受
け
た
後
、

解
放
さ
れ
た
。
長
平
が
、
１
７
９
８
年
１

月
19
日
に
土
佐
の
岸
本
に
一
人
で
帰

還
す
る
と
、
地
元
で
は
、
本
人
の
13
回

忌
が
営
ま
れ
て
い
た
最
中
で
あ
っ
た
。

※
長
平
は
の
ち
に
土
佐
藩
か
ら
野
村

と
い
う
苗
字
を
受
け
た
（橋
）
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９
月
８
日
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
な
ど
４
野
党
が「
衆
議
院
総

選
挙
に
お
け
る
野
党
共
通
政
策
の
提
言
」に
合
意
し
、
市
民
連
合
と
４
野

党
が
政
治
転
換
へ
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。
来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
に

向
け
、
私
た
ち
の
要
求
と
求
め
る
政
治
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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